
　石炭火力発電所からの排水には、排煙脱硫装
置で使用した水や生活用水などがあり、周辺環境
に影響をおよぼさないように、総合排水処理装置
で十分浄化したうえで排水しています。 
　また、火力発電所では、蒸気の冷却用に海水を
取水し、温排水として放流しています。温排水は
周辺海域の海生生物等に影響を与えないよう、立
地条件にあった取水・放水方式を採用して、適切
に管理しています。 

水質汚濁防止 

　石炭火力発電所では、電気集じん器、排煙脱
硫装置、排煙脱硝装置などの各種環境保全対策
機器の導入や、その確実な運用に努め、大気汚
染の防止に努めています。 
　特に硫黄酸化物（SOx）、窒素酸化物（NOx）
の排出原単位は、欧米主要国と比較しても極めて
低い水準で安定しています。 

　2001年度の排出原単位（石炭火力の発電電
力量当たりの排出量）はSOx 0.23g/kWh、NOx 
0.53g/kWhとなりました。 
　今後もこうした取り組みを継続し、硫黄酸化物、
窒素酸化物の排出を低い水準に抑制していきます。 

大気汚染防止 

　石炭火力発電所では、ボイラー、タービン、送風
ファンなどの騒音や振動を発生する設備については、
低騒音・低振動型の機器を採用したり、建屋内へ
収納することにより、騒音・振動問題の発生防止に
努めています。　　　　　　 
　また、屋外に設置される設備についても、低騒音・
低振動型の機器を採用するとともに、必要に応じ
て防音カバー・防音壁などを設置しています。 

騒音・振動防止 
環境負荷の排出抑制 

石炭火力発電所の環境保全対策 

　当社は、国の法令や地域との協定等を遵守するとともに、環境負荷の排出を抑制するため、最新
の環境保全対策技術を導入して、設備の適切な管理を実施しています。 
　また、自然と調和した発電所づくりを進めて地域環境との調和を図るとともに、資源の再生・再利
用に努め、廃棄物の低減を図ることにより、循環型社会の構築に向け取り組んでいくことが重要と
考えています。 
　さらに、国内で培ってきた技術を世界の国々に移転することにより、環境保全に貢献していきます。 

石炭火力発電所SＯｘ排出原単位の推移 
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石炭火力発電所NＯｘ排出原単位の推移 
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電気集じん器のしくみ 

高圧の電気を流した2つの電極の間に、排ガスを
通すと、ばいじんは○の電気を帯びて○側の電極
に吸い寄せられます。電極に吸着し堆積したばい
じんを、周期的な槌打によって集じん器の下部に
落とし取り除きます。 
この原理は、下敷きなどを摩擦すると静電気を帯
び、紙やゴミが付着するのと同じ原理です。 

排煙脱硝装置のしくみ 

窒素酸化物を含んだ排ガスにアンモニアを加え、
金属系の触媒（化学反応を起こさせる物質）の中
に通します。 
排ガスの中の窒素酸化物は、触媒の働きで化学
反応を起こし、窒素と水に分解します。 

排煙脱硫装置のしくみ 

石灰石を粉状にして、水との混合液（石灰石スラ
リー）をつくり、これを排ガスに噴射すると、排ガ
ス中の硫黄酸化物と石灰が反応して石膏になり
ます。 
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大気汚染防止 
●ばいじんの除去 
●硫黄酸化物の除去 
●窒素酸化物の除去 
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騒音・振動防止 
●騒音発生源の建屋内への収納 
●低騒音・低振動型機器の採用 
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廃棄物の有効利用 
●石炭灰の有効利用 
●石こうの有効利用 

水質汚濁防止 
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地域環境保全への取り組み 

地域環境保全への取り組み 
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